
平成 21 年度日本海ブロック水産業関係試験研究開発推進会議研究部会報告 

日本海漁業資源・海洋環境研究合同部会 

 

日時：平成 21 年 11 月 12 日（木）10 時～17 時 

場所：ホテルサンルート新潟（新潟市） 

参加機関：15 機関 31 名、オブザーバ：1機関 1 名 

議事 議事概要 

 

 
（1）報告事項 

１）平成 20 年度日本海漁

業資源・海洋環境合同部

会に対する要望事項に係

る対応状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）平成 21 年度水産研究

実施概要及び平成 22年度

研究計画概要 

 

３）研究会などの活動状

況 

 

 

 

（2）協議事項 

１）平成 21 年度水産研究

成果情報候補課題の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 開会、挨拶、自己紹介のあと報告事項は日本海漁業資源部長、

協議事項は日本海海洋環境部長の座長で議事が進められた。 

 

○合同部会に対する要望事項「省コスト漁業生産技術の開発研

究」、「地球温暖化が日本海の水産業に及ぼす影響」及び「日本

海産サワラの資源見通しとサゴシの有効利用」について、日水

研から対応状況の説明があった。 

・「省コスト漁業生産技術」については、水工研からの回答に

基づき、漁船漁業の省エネルギーパンフレットを 20 年度内に

作成・配布したことを報告。 

・「地球温暖化」については、日水研が参加しているプロ研の

成果について報告。地球温暖化に関して現在日本海の漁業資源

（特に冷水性魚種）に起こっている状況について日本海ブロッ

クとしての統一見解をとりまとめて欲しい旨要望がだされた

（これについては、日水研で検討する）。 

・「サワラ」については今年度、実用化事業課題として採択さ

れた（詳細は協議事項の中で説明）。 

 

○12 府県および日水研２部から概要の説明と質疑が行われた。

 

 

 

○21 年 1 月 20・21 日に開催された資源研究会について報告が

あった。平成 19-20 年度の発表内容をまとめた日本海ブロック

試験研究集録第 44 号が発行された。本年度は 22 年 1 月 26 日

にクロスパル新潟で開催予定。 

 

○府県から提案された成果情報候補課題の内、以下の 7課題に

ついて提出機関からの説明と質疑が行われた。部会における検

討をもとに修正し推進会議へ提出することとなった。 

・ シラエビの資源管理に関する研究 

・ スルメイカの対光行動とイカ釣り漁業の集魚機構 

・ 能登半島東岸の定置網で漁獲されたブリ当歳魚の発生時期

・ 日本海中部海域における急潮発生予測の試み 

・ 底びき網で水揚げされるアカガレイの鮮度 

・ スルメイカ秋季発生系群の資源高水準期における稚仔の分

布 

・ 日本海西部におけるズワイガニ属幼生の分布 



２）漁業資源・海洋環境

研究合同部会に対する要

望事項 

昨年度検討した研究ニー

ズの進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉会 

合同部会に昨年度提出された下記の研究ニーズについて、現

在の状況が報告されるとともに今後の方針について協議が行

われた。 

○「サワラ関係課題」については、本年度の実用化事業課題と

して採択され、その概要及び研究体制等について日水研から報

告がなされた。 

○「西部底魚」については、実用化事業への課題化を目指して

引き続き島根県水産技術センターと日水研との間で課題案を

ブラッシュアップしていくことで了承された。 

○「観測モニタリング体制の検討」については、21 年 1 月 27

日午後に各府県の実務担当者による意見交換の場を設けるこ

とで合意された。また、地球温暖化に関係した内容で、研究シ

ーズとしてどのようなものがあるか意見交換を行った。 

 

○沿岸域における稚魚調査のブロック内での連携を図るため、

各種稚魚調査データの取扱について本年 12 月に開催されるヒ

ラメ協議会で検討したい旨日水研から提案があった。これに関

し、ヒラメ協議会ではなく資源研究会等で検討した方が望まし

いとの意見がだされ、日水研で調整を図ることになった。 

○日水研から本年度の大型クラゲの出現状況の概要について

説明があった。 

○水研センター本部から、来年度の水産庁我が国事業関係予算

について説明があった。 

○沿岸域に設置した係留系が時化等により破断・流出する事例

が多いため、被害軽減のための何らかの対策を教示して欲しい

旨要望が出された。これに対し、日水研から係留系の設計・設

置の専門家に相談してアドバイスをお願いすることになった。

○日水研から、ソウハチ、ムシガレイの資源評価担当水研が西

水研から日水研に変更した旨報告された。 

 

 

 


